
乗
鞍
岳
地
区（
活
火
山
）

長
野
県

岐
阜
県

四
ッ
岳

丸
黒
山

火
口
域
か
ら

4k
m
以
内

火
口
域
か
ら

4
km
以
内

火
口
域
か
ら

4
km
以
内

火
口
域
か
ら

1k
m
以
内

硫
黄
岳

摩
利
支
天
岳

朝
日
岳

剣
ヶ
峰

剣
ヶ
峰畳
平
区
域

五
色
ヶ
原
の
森
区
域

乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
区
域

長
野
県

岐
阜
県富
山
県

岐
阜
県

長
野
県

岐
阜
県

石
川
県

焼
岳

西
穂
高
岳

槍
ヶ
岳

笠
ヶ
岳

双
六
岳

錫
杖
岳

奥
穂
高
岳

北
穂
高
岳

令
和
５
年
８
月
発
行

●
登
山
届
の
作
成
が
、登
山
ル
ー
ト
及
び
装
備
品
の
確
認
等
の
事
前
準
備
に
な
る
こ
と

　
か
ら
、遭
難
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
登
山
届
の
提
出
が
、万
が
一
の
遭
難
事
故
の
際
、捜
索
救
助
活
動
の
迅
速
化
に

　
つ
な
が
り
ま
す
。

●
家
族
や
関
係
者
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●「
岐
阜
県
北
ア
ル
プ
ス
地
区
及
び
活
火
山
地
区
に
お
け
る
山
岳
遭
難
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」の
定
め
る

　
区
域
に
お
い
て
、登
山
届
を
提
出
し
な
か
っ
た
者
、虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
５
万
円
以
下
の
過
料
が

　
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
※
登
山
届
の
提
出
先
に
は
、必
ず
下
山
の
報
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

●「
道
迷
い
遭
難
」な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、山
の
特
徴
を
1/
25
,0
00
地
形
図
で
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

●
事
前
に
週
間
天
気
予
報
な
ど
を
参
考
に
、天
気
の
推
移
を
見
極
め
て
登
山
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
単
独
登
山
を
避
け
、万
全
な
装
備
で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
火
山
を
登
山
す
る
場
合
は
、火
山
の
活
動
状
況
等
を
確
認
し
た
う
え
で
、登
山
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
登
山
届
ポ
ス
ト
へ
の
投
函（
山
域
の
登
山
指
導
セ
ン
タ
ー
、案
内
所
、登
山
口
等
）

　
※
登
山
届
ポ
ス
ト
の
位
置
は
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
登
山
地
域
の
都
道
府
県
警
察
本
部
、警
察
署
、交
番
、駐
在
所
へ
の
提
出

　
※
岐
阜
県
警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  h
tt
ps
:/
/w
w
w
.p
re
f.g
ifu
.lg
.jp
/s
it
e/
po
lic
e/
41
83
.h
tm
l

●
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
届
出

・C
om
pa
ss
※
運
営：
（
公
社
）日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
　
　

・Y
A
M
A
P 
  ※
運
営：
（
株
）ヤ
マ
ッ
プ

・岐
阜
県
北
ア
ル
プ
ス
遭
難
防
止
対
策
協
議
会（
北
ア
ル
プ
ス
の
み
）

●
岐
阜
県
へ
の
提
出（
提
出
先
 E
-m
ai
l：g
ifu
-t
oz
an
@
go
vt
.p
re
f.g
ifu
.jp
）

※
万
が
一
の
事
態
に
備
え
、家
族
、ク
ラ
ブ（
山
岳
会
）、
職
場
、学
校
な
ど
に
登
山
届
の
控
え
を
必
ず
渡
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

岐
阜
県
北
ア
ル
プ
ス

遭
難
防
止
対
策
協
議
会

YA
M
A
P

C
om
pa
ss

岐
阜
県
  防
災
課
  山
岳
遭
難
・
火
山
対
策
室
  山
岳
遭
難
・
火
山
対
策
係
 

｢登
山
届
」の
作
成
は
、安
全
登
山

の
第
一
歩
で
す
。

※
登
山
届
の
提
出
は
登
山
ア
プ
リ（
Co
m
pa
ss
、Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）

　
で
の
提
出
が
簡
単
で
便
利
で
す
。

経
験
、技
術
、体
力
な
ど
を
把
握
・
勘
案
し

て
登
山
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

｢登
山
届
」は
必
ず

作
成
、提
出
を！

余
裕
あ
る
日
程
で

計
画
を
立
て
る！

雪
崩
多
発
地
帯
を
事
前
に
把
握
し
、
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
中
に
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。天
候
や
積
雪
状
況
等
雪
崩

の
危
険
度
を
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

噴
気
孔
や
噴
気
地
帯
の
窪
地
は
ガ
ス
が
溜

ま
り
や
す
く
、危
険
で
す
。

※
火
山
を
登
山
す
る
場
合
は
、必
ず
火
山
の
活
動
状
況
等

を
確
認
の
う
え
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
願
い
ま
す
。

雪
崩
に
注
意
！

火
山
性
ガ
ス
に
注
意

行
動
不
能
の
場
合
に
救
助
要
請
で
き
な

い
な
ど
、単
独
登
山
は
遭
難
リ
ス
ク
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

単
独
登
山
は

大
き
な
リ
ス
ク！

安
全
を
最
優
先
に
し
た
統
率
の
取
れ
た
行

動
の
た
め
に
、リ
ー
ダ
ー
の
責
任
は
重
大

で
す
。リ
ー
ダ
ー
の
責
任
は

極
め
て
重
大
！

天
候
・
気
象
判
断
の
ミ
ス
は
命
に
関
わ
る

遭
難
に
つ
な
が
り
ま
す
。

天
候
・
気
象
判
断
は

的
確
に！

｢早
出
早
着
」を
心
が
け
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

食
料
な
ど
必
需
品
を
は
じ
め
十
分
な
装
備

を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

余
裕
の
あ
る
日
程
と
、

十
分
な
装
備
を！

登
山
中
の
発
病
、行
動
不
能
に
な
ら
な
い

よ
う
、入
山
前
は
体
調
管
理
を
万
全
に
。

体
調
管
理
は
万
全
に！

遭
難
な
ど
の
有
事
を
想
定

し
、
山
岳
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

山
岳
保
険
に
加
入
！

岐
阜
県
で
は
「
岐
阜
県
北
ア
ル
プ
ス
地
区
及
び
活
火
山
地
区
（
御
嶽
山
、
焼
岳
、
白
山
、
乗
鞍
岳
）
に
お
け
る
山
岳
遭
難

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
登
山
届
の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
長
野
県
、石
川
県
か
ら
登
山
す
る

場
合
に
お
い
て
も
、
両
県
の
条
例
に
よ
り
登
山
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

火
口
域
か
ら
1k
m
以
内

火
口
域
か
ら

2k
m
以
内

※
冬
季（
12
月
1日
～
4月
15
日
）ま
で
は
北
ア
ル
プ
ス
地
区
の
全
域
に

　
登
山
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ご
注
意
願
い
ま
す
。

火
口
域
か
ら

4k
m
以
内

飛
騨
小
坂
登
山
口 火
口
域
か
ら

1k
m
以
内

火
口
域

評価不可

岐阜県山岳遭難防止条例に
基づく北アルプスにおける
登山届提出対象エリア

要届出エリア
罰則対象エリア
県境

双六岳


